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第１回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

議事要旨 
 
１．日 時 令和 4年 7月 29 日（金） 16:00～ 

 

２．場 所 アスト津 ４階 アストホール 

 

３．委 員 別紙のとおり 

 

４．議 事 

１）これまでの検討経緯 

２）今年度の検討方針 

３）津駅周辺道路空間 社会実験実施概要 

４）その他 

 

５．議事要旨 

１）これまでの検討経緯 

・質疑応答なし 
 

２）今年度の検討方針 

・主な意見は以下のとおり。 
 
（主な意見） 
・交通結節点の利用者に対する魅力をどう作っていくかが大事な視点。 
・もっと駅前に魅力あるまちづくり、目玉を作っていかないと人が集まらない。 
・来年度以降、いつまでに何を実施する想定なのか。現在整備中の大谷踏切やアスト北側に

ついても考慮していくことになれば、そこまで検討エリアを広げるのか。またその場合、

検討期間を長く確保したりするのか。 
・検討エリアについては、道路管理者として調査検討している交通結節点の機能強化の面か

らはアスト津の北側まで含めることは想定しておらず、公表している整備方針のエリアが

対象となる。 
・課題・ニーズの把握について、色々な計画を立案する際にニーズ調査や課題抽出を行う

が、そのニーズの把握は大変難しい。ニーズ調査、課題の抽出に関しては、少し慎重にや

っていただきたいので、委員会で相談し慎重に内容の検討を進めるべき。 
・アンケート調査について、津駅を利用される学生の意見を活用することが有効。また一方

で、津駅利用者の意見だけでなく、非利用者の意見も聴取すべき。 

・今年度中に３回の委員会を開催することが望ましいが、各委員から出た意見を踏まえ慎重

に検討会を進めていくべき。 

 
３）津駅周辺道路空間 社会実験実施概要 

・社会実験を実施することについて、了承を得た。 
 

４）その他 

（主な意見） 
・社会実験やターミナル整備をすれば賑わいが必ず出てくるというわけではなく、大学移転

や百貨店の誘致などの取組みをしていかないと、賑わいは創出されないと感じている。た

だし、それを実施するためには調整や時間がかかるため、どこまで含めて検討していくか

今後議論する必要がある。 
以 上 
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別紙 


